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調査実施概要

【調査目的】アンコンシャスバイアスについての考えや経験の実態把握をするとともに、
ジェンダー平等の理解促進を図る。

【対象者】 区立中学校第3学年 全生徒

【調査方法】アンケートフォームを利用したインターネット調査

【回答者数】565人（対象者数：881人 回答率：64.1％）

【調査期間】令和4年9月7日（水）～9月13日（火）

【分析時の考慮】性別「無回答」を選択した回答者数は27人（全体の4.8％）であり、
全体の集計結果には性別「無回答」の回答者も含む。
なお、データが分かりやすいように、グラフでは性別ごとに色を分けて使用
している。



設問設計の概要

本調査では、家庭・コミュニティ領域と職場領域での性別役割、その他性別に基づく思い込みの22項目につ
いて「自分の考えに当てはまるか」また「直接または間接的に決めつけられた経験があるか」を聞いている。

22の測定項目について、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」「どちらかといえばそう思わない」

「そう思わない」の4段階で聞いたところ、回答者全体の57.5％が、1つでも「そう思う」または「どちらか
といえばそう思う」と回答している。

設問の構成（測定項目は次頁に掲載）

性別役割意識
測定項目に対する自身の意識
（回答肢：「そう思う」「どちらかといえばそう思う」「どちらかといえばそう思わ
ない」「そう思わない」の4段階）

性別に基づく役割や
思い込みを決めつけ
られた経験

測定項目について、直接または間接的に性別に基づく役割や思い込みを決めつけられ
た経験の有無
（回答肢：「直接言われたり聞いたりしたことがある」「直接ではないが言動や態度
からそのように感じたことがある」「テレビや雑誌、インターネットなどのメディア
で見たことがある」「いずれにも当てはまらない」から選択）



測定項目

家庭・コミュニティ領域 職場領域 その他

家事・育児は女性がするべきだ 組織のリーダーは男性の方が向いている 女性は感情的になりやすい

男性が洗濯物を干すのはみっともない 事務作業などの簡単な仕事は女性がするべきだ 女性は論理的に考えられない

男性は結婚して家庭をもって一人前だ 職場では、女性は男性のサポートにまわるべきだ
男性は気を遣う仕事やきめ細かな作業は向いていな
い

結婚したら姓を変えるのは女性であるべきだ 男性は出産休暇／育児休業を取るべきでない 男性は人前で泣くべきではない

男性は仕事をして家計を支えるべきだ 女性には女性らしい感性があるものだ

共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ

共働きで子どもの具合が悪くなった時、母親が看病す
るべきだ

学級委員長や生徒会長は男子が、副委員長や副会長は
女子の方が向いている

女子に理系の進路（学校・職業）は向いていない

男性であればいい大学を出て出世を目指すべきだ

PTAには、女性が参加するべきだ

親戚や地域の会合で食事の準備や配膳をするのは女
性の役割だ

実の親、義理の親に関わらず、親の介護は女性がする
べきだ



性別役割意識

1 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 45.6%

2 女性には女性らしい感性があるものだ 38.7%

3 女性は感情的になりやすい 20.2%

4 男性であればいい大学を出て出世を目指すべきだ 18.8%

5 男性は人前で泣くべきではない 18.8%

6 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 17.1%

7 結婚したら姓を変えるのは女性であるべきだ 16.4%

8 組織のリーダーは男性の方が向いている 16.0%

9 共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ 13.9%

10 家事・育児は女性がするべきだ 13.9%

男性　上位10項目　　回答者数：287

1 女性には女性らしい感性があるものだ 27.5%

2 女性は感情的になりやすい 27.1%

3 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 26.7%

4 共働きで子どもの具合が悪くなった時、母親が看病するべきだ 10.4%

5 結婚したら姓を変えるのは女性であるべきだ 8.4%

6 家事・育児は女性がするべきだ 7.6%

7 男性であればいい大学を出て出世を目指すべきだ 7.6%

8 親戚や地域の会合で食事の準備や配膳をするのは女性の役割だ 7.2%

9 共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ 6.8%

10 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 6.4%

女性　上位10項目　　回答者数：251

（「そう思う」+「どちらかといえばそう思う」の合計）

 上位10項目のうち1割を超えている項目が、女性の4項目に対し、男性は10項目全て超えている。
 男女差が大きく開いたのは次の5項目
「男性は仕事をして家計を支えるべきだ」 （男性45.6％、女性26.7％）
「女性には女性らしい感性があるものだ」 （男性38.7％、女性27.5％）
「男性であればいい大学を出て出世を目指すべきだ」（男性18.8％、女性7.6％）
「男性は人前で泣くべきではない」 （男性18.8％、女性3.2％）
「男性は結婚して家庭をもって一人前だ」 （男性17.1％、女性6.4％）



性別に基づく役割や思い込みを決めつけられた経験

直接言われたり聞いたりしたことがある

 男女ともに、直接言われたり聞いた経験よりも、メディアで見た経験の方が割合が大きく上回っ
ている。

テレビや雑誌、インターネットなどのメディアで見たことがある

1 家事・育児は女性がするべきだ 38.2%

2 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 31.9%

3 共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ 27.5%

4 結婚したら姓を変えるのは女性であるべきだ 26.3%

5 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 26.3%

6 男性は出産休暇／育児休暇を取るべきでない 24.7%

7 共働きで子どもの具合が悪くなった時、母親が看病するべきだ 22.3%

8 女性は感情的になりやすい 21.1%

9 職場では、女性が男性のサポートにまわるべきだ 19.9%

10 女性には女性らしい感性があるものだ 19.5%

女性　上位10項目　　回答者数：251

1 女性には女性らしい感性があるものだ 12.0%

2 女性は感情的になりやすい 10.8%

3 男性は人前で泣くべきではない 9.6%

4 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 9.2%

5 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 7.2%

6 女性は論理的に考えられない 6.8%

7 家事・育児は女性がするべきだ 6.0%

8 男性であればいい大学を出て出世を目指すべきだ 5.6%

9 PTAには、女性が参加するべきだ 5.6%

10 結婚したら姓を変えるのは女性であるべきだ 4.8%

女性　上位10項目　　回答者数：251



性別に基づく役割や思い込みを決めつけられた経験

1 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 12.5%

2 男性は人前で泣くべきではない 12.5%

3 女性には女性らしい感性があるものだ 11.5%

4 男性であればいい大学を出て出世を目指すべきだ 7.3%

5 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 6.6%

6 女性は感情的になりやすい 6.6%

7 共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ 5.9%

8 組織のリーダーは男性の方が向いている 5.2%

9 家事・育児は女性がするべきだ 4.9%

10 結婚したら姓を変えるのは女性であるべきだ 4.9%

男性　上位10項目　　回答者数：287

直接言われたり聞いたりしたことがある

 男女ともに、直接言われたり聞いた経験よりも、メディアで見た経験の方が割合が大きく上回っ
ている。

テレビや雑誌、インターネットなどのメディアで見たことがある

1 家事・育児は女性がするべきだ 31.0%

2 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 28.6%

3 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 27.5%

4 結婚したら姓を変えるのは女性であるべきだ 27.2%

5 男性は出産休暇／育児休暇を取るべきでない 27.2%

6 共働きで子どもの具合が悪くなった時、母親が看病するべきだ 25.1%

7 職場では、女性が男性のサポートにまわるべきだ 24.7%

8 女性は感情的になりやすい 24.4%

9 共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ 24.4%

10 女性には女性らしい感性があるものだ 23.7%

男性　上位10項目　　回答者数：287









性別役割意識＜中学生と20代～60代との比較＞

 性別役割意識について、20代～60代の調査結果と比較した。

 比較対象データには「令和3年度 性別による無意識の思い込みに関する調査研究」（内閣府男
女共同参画局）の結果を用いた。

男女ともに、ほぼ全ての測定項目で20代～60代の数値を大きく下回っており、
中学生と大人世代との間で、性別役割意識の感じ方に差があることが分かった。







（「そう思う」+「どちらかといえばそう思う」の合計）

 上位5項目のうち、４項目が一致した。
 中学生のみ「男性であればいい大学を出て出世を目指すべきだ」が上位に入り、
一方で20代～60代では「男性は結婚して家庭をもって一人前だ」が上位５項目に入っている。

性別役割意識＜中学生と20代～60代との比較 男性＞

1 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 45.6%

2 女性には女性らしい感性があるものだ 38.7%

3 女性は感情的になりやすい 20.2%

4 男性であればいい大学を出て出世を目指すべきだ 18.8%

5 男性は人前で泣くべきではない 18.8%

中学生　男性　上位5項目

1 女性には女性らしい感性があるものだ 51.6%

2 男性を仕事をして家計を支えるべきだ 50.3%

3 女性は感情的になりやすい 35.6%

4 男性は人前で泣くべきではない 31.0%

5 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 30.3%

２０代～６０代　男性　上位5項目



（「そう思う」+「どちらかといえばそう思う」の合計）

性別役割意識＜中学生と20代～60代との比較 女性＞

1 女性には女性らしい感性があるものだ 27.5%

2 女性は感情的になりやすい 27.1%

3 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 26.7%

4 共働きで子どもの具合が悪くなった時、母親が看病するべきだ 10.4%

5 結婚したら姓を変えるのは女性であるべきだ 8.4%

中学生　女性　上位5項目

1 女性には女性らしい感性があるものだ 47.7%

2 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 47.1%

3 女性は感情的になりやすい 36.6%

4 共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ 23.8%

5 共働きで子どもの具合が悪くなった時、母親が看病するべきだ 23.2%

20代～60代　女性　上位5項目

 上位5項目のうち、４項目が一致した。
 中学生のみ「結婚したら姓を変えるのは女性であるべきだ」が上位に入り、
一方で20代～60代では「共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ」が上位５項目に
入っている。



性別に基づく役割や思い込みを決めつけられた経験
＜中学生と20代～60代との比較＞

男女ともに、中学生は全ての測定項目で20代～60代の数値を下
回っていた。
特に女性は、中学生と大人世代との間で経験に大きく差があること
が分かった。







直接言われたり聞いたりしたことがある

性別に基づく役割や思い込みを決めつけられた経験
＜中学生と20代～60代との比較 女性＞

1 女性には女性らしい感性があるものだ 12.0%

2 女性は感情的になりやすい 10.8%

3 男性は人前で泣くべきではない 9.6%

4 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 9.2%

5 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 7.2%

中学生　女性　上位5項目

1 女性は感情的になりやすい 19.9%

2 女性には女性らしい感性があるものだ 17.2%

3 家事・育児は女性がするべきだ 16.9%

4 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 16.3%

5 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 15.1%

20代～60代　女性　上位5項目

 上位5項目のうち、４項目が一致した。
 中学生のみ「男性は人前で泣くべきではない」が上位に入り、
一方で20代～60代では「家事・育児は女性がするべきだ」が上位５項目に入っている。



直接言われたり聞いたりしたことがある

性別に基づく役割や思い込みを決めつけられた経験
＜中学生と20代～60代との比較 男性＞

1 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 12.5%

2 男性は人前で泣くべきではない 12.5%

3 女性には女性らしい感性があるものだ 11.5%

4 男性であればいい大学を出て出世を目指すべきだ 7.3%

5 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 6.6%

中学生　男性　上位5項目

1 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 14.2%

2 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 13.6%

3 男性は人前で泣くべきではない 12.5%

4 女性には女性らしい感性があるものだ 11.5%

5 女性は感情的になりやすい 11.3%

２０代～６０代　男性　上位10項目

 上位5項目のうち、４項目が一致した。
 中学生のみ「男性であればいい大学を出て出世を目指すべきだ」が上位に入り、
一方で20代～60代では「女性は感情的になりやすい」が上位５項目に入っている。


